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千葉市では、OpenStreet 株式会社（以下、事業者）と共同で実施している「電動サイク

ルシェアサービス実証実験」について、東京都内での車両発火事案発生を受けて、特定小

型原動機付自転車の共用サービスを一時停止していました。 

このたび、事業者による安全確認および再発防止策を講じたことから、９月１８日（木）

から特定小型原動機付自転車の共用サービスを再開しますので、お知らせします。 

 

１ サービス再開時期 

９月１８日（木）以降、事業者により回収した車両のうち、まず６０台程度を千葉駅

や海浜幕張周辺を中心に再配置し、その後も準備が整い次第、他の地域に再配置してい

く予定です。  

※電動サイクルが利用可能なステーションは、「HELLO CYCLING（ハローサイクリング）」

アプリからご確認いただけます。  

 

２ サービス一時停止の経緯 

４月５日に東京都内におけるシェアサイクルステーション停車中の glafit 社の車両

（製品名 NFR-01 Sh）について、発火する事象が発生しました。これを受けて、原因調

査および安全確認のため、同月７日からシェアリングサービスを一時停止し、事業者に

より市内の対象車両全てを回収しました。なお、この事象による人的および物的被害は

発生しておらず、市内での発火事案も発生していません。 

 

３ 発火原因 

    事業者の調査により、対象車両に使用されているバッテリーを構成するリチウムイオ

ンバッテリーセルの不具合に起因する発火である可能性が高く、セル内部の不純物等の

混入に伴いセルの自己放電量が増加し、バッテリー内部の温度が上昇し、発火したもの

と推定されました。 

 

４ 発火原因への対応および再発防止策 

・車両メーカーにより、現在運用している車両のバッテリーをすべて回収の上、バッテ

リー内のログ情報から詳細なデータ分析を実施し、不純物の混入や同様の現象が見ら

れる車両が他に無いことを確認しました。 

・今後は車両メーカーによる出荷前の検査の実施方法を見直し、上記と同様のバッテ

リー検査を全車両で実施することとし、不純物等の混入による事故が起きないよう安

全対策を行います。  
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＜参考＞電動サイクルシェアサービス実証実験の概要 

１ 実施期間 

令和６年１月３０日から令和８年３月３１日まで（予定） 

２ 実施地域 

中央区・花見川区・稲毛区・美浜区の４区全域 

３ 導入場所 

対象エリア内のシェアサイクルステーションを共用 

４ 利用料金 

１５分ごと２００円、１２時間最大４，０００円 

５ 車両台数 

  ４００台 

 

使用車両（glafit 社  NFR-01 Sh）  

 


